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　幼児の 歌 唱能力の 分析
一

幼稚 園 年 少 児 の 独 唱 に お け る 音 程 の 検討
一

　〇 長澤佳子　 ・　 植 田恵理 子

　　　　　　　　 （大阪音楽大学付属音楽学園）

　 幼 児 の 歌 唱 能 力 の 実 際 を 知 る為 に、幼 稚 園年 少 児 の 独

唱を 音程 を 中 心 に 分 析 し、そ の 結 果 か ら、保 育 者 が 教 育

的 に 配慮で き る 事は 何か を考察 し た。

1．調査対象 と方法

a 対 象

　 大 阪 市 内 の 私 立 T 園 　年 少 児32名

b ヂ
ーター

収録の時 期

　 1987年 3 月　1988年 3 月　1989年 3月

c 方 法

　 年少児 が．3学 期末の 生活斃表会の 際、舞台．上で

　 担任教諭の ピア ノ伴奏 に 合わ せ て 独 唱 した 歌をビ

　 デ オテー−tプに収鑷 し、現在、音楽教育に 携 わ っ て

　 い る教師 2 名が．視聴．採譜 し、分析 した。

　 選曲は子 供自身 が行 な っ て お り、練習期間は約 3

　 ケ月間で ある s

d 視聴、採譜の 方法

　　ビ デ オ テープ か ら独唱部分 を採譜 し、ピ ア ノ で 音

　　を確 認 しな が ら、伴 奏 の 旋 律 との 音 程 差 を 調 べ た．

e 使用 機 器

　　ビ デ オカメ ラ　　　　　lSONY 　 DX −C3000

　　ビ デ オデ ッ キ　　　　　　：PANASONI ¢ VHS

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 AG7400

2 ，結 果

表 1は、曲 の 概要 と、個 々 の 歌唱 に 見 られ た音程に

つ い て の 傾 向 と、全体的な 特 黴 を 分類 した もの で あ

　る。表 2 、表 3 は、傾向と特徴の それ ぞ れ の 内容 と

集 計 で あ る。

表2 ：音程に 関 す る傾 向の 内 容

卩

ぼ確 （ピアノ 伴奏の旋律に音程が 合って い る ｝

A 　不 安定な音程が3音以 下 12

B 置 歌い だ しは音程 が 上 が り気味 で後半 ｛｝上が り気味 40

B2 歌 いだ しは 畜程が上が り気味 で後半は下 が り気味 32

B3 歌い だ しは音 程 が下 がり気味で 後半 も下 がり気味 1五 5

B4 歌い だしは音程が下が り気味 で後半は上がり気味 oo

B5 場所を特定せ ず音程が 上が った り下 が っ た りす る 20

不安定 〔ピア ノ伴奏 の旋 律 に音 程が合わない ）

C 音程 は上がり下が りするが 不安定 o3

D 高程の 1が り下 が りはない （どな り声に 近い） 1o

表3 ：音程に 関す る特徴の 内容
F　　再

　　 収録用マ イ クロ フ ォ ン　　SONY 　ECM23F

表 1 ：曲の 概要 と歌唱に つ い て の 分析結果
一旋律が順次進行の 時の音程が正確 且o2

興匚ト 音縄 差 特 徴
1 且

年ノ番号励 II曲弟 歌 調 の 胃 頭 1 輝 小師數 肖職 声噴 推謝 麈域 冒噸傾 rh

1％ 7／ L 女 とんぼの おめめ 「呂 且肖パー2 占 二 1占 二 ユ^匚．ニハ ア度 B5 ユ度 牢 1 強拍の 音程が正確 42

2 男 ゆうや け お そ ら G11L 点 パーZI智ハ 1」雪バー1占 ト 5度 旦2 訊嚊度
一

3 女 とん と ん 友達 F21lI
’
rハ 2^ 自 二 晒 へ〜L占変 ロ 4度 E24 度

1
〜旋律 に 平 行 した 音程の 動 きが 見られる 32

外 男 も し も し お 電 謡 F 呂 1δハーユ卓ハL．ドい ｝z ，．’い 5度 π Hヨ 略度 一
72

5 女 蝶 が々 ひ ら ひ ら c161 ピい
一z唐二1古ハ．・ヱ百ハ 匹慶 aAa2 鹿

6 男 ぞ うだ ワた ら い い の ：慧 c12 偵 ハ・磁 点 ハ L点パーZ点ハ 纏 “A 臥囃 ／

ア女 個 ♪い P か （れんぼ ト 1菖 且貞パ
ー2占 ハ 乱占ハ…11

「rイ 6度 る 聞 颯
”

呂男 バツ 酔r ぽ嶝切に C 【ユ ロー鱒 ハ 嚥 ：二M 匸1L卜 ら度 匡玉 4 慶
　

屮女 もう春で す よ B16 ［占一・v1肖「：【噛．iヘー1L．「斐 ロ 噛 3度 冖
1D 拷 くま さ ん の 書 い ド

・
『 16L 白ハ

．噌
ヱ颪二瑁占’ド1占 イ 6度 風 邸 4唯 一

ほ女 黏 りさんの お 話 卜L6 ［虐バー定6 二1占へ・・4占匪 口 呼度 β3 ら「虻 一
1Z 男 気の いいあ ひ る FL5 」点ホ、Z熏ご、1点嬰二・ML蝋変ロ6瓜 鳳B3 往3度 噌
1ユ 女 ひなまつり c 路 iI

コ
1パーり2点二1点パー2占 二 嘔 且へ 訊o匿 ／

19卵 ／ ↓ 男
7
ぶたの ラ ッパ ｛：艮 1輙ハ噌2点ハ1占卜楊 自ハ 4度 臨55 匿

一
／

z 男 ぐん レウ臼 の 赤レ2服 o151 占 二 宀・乙己 ハ 1直 二 噌1占 イ 5度 隣 3度 ／

3 男 おすもうくまさん 5 団 1占ノ、域 点二瓦占へ・・z幽コニ 5度 剛 凱4度

4 劉 まつ ぽうく粤 r91 点ハ・・9占ハ 匹占へ噌1自ハ 5慶 肌 飛ヰ度 竃／

5 男 はつか ね ず み が DL4 【占二，…2点 二 ］点 ボー」点 ロ ∫度 匕z 呱
一

6 男 水鉄 砲 巨．lDL 膚 ハ
．・ヱ 点ユ1占 ハ 胡 占 イ 6度 」LB3 嗄

1男 僕はドラ辮 c1 ユ 1占 ハ噌2 肖
一

悼 卜
・河 占 イ 2度 535 度

「一
ε 男 詔し串 れなあひる 臣

’16L 、
厂1二 415 ハ 1占二．嚊 占ハ 7颪 罰a4 歴

’ヒ广

　 ＊ 表 1 の 見 方

○ 　調性の欄の 大文字は長調、小文字は短調を 表す。

0 　冒頭と終止の 欄に ある a は、歌い 出 しと繋止 の 音程

　　が正 確 であ っ た 事 を示 し、不 安定で あ っ た場合は 記

　　入 して い な い 。

0 　音程差 とは 1 − dの 視聴、採 譜の 方 法 に従 っ て 得 た 音

　　程 の 最大値を示 して い る。耳で 聞 い た範囲で 半音以

　　下 と思わ れ る微 妙なずれ は割愛 した。

○ 　音 程 差 と声 域 幅 の 不 明とした項 目は、い わゆ る応援

　 　 団 調 で 判 定 の 意 味 が な い と判 断 した もの で あ る。

9 男 おもらや リ マーラ 卜8 哺 ハヤλ 而二1肉ハ^・1・勹変 口 7睫 眦 B35 度 1
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子 供 の 歌 っ て い る旋 律 と、伴 奏 の 旋 律 を五 線 上 に 比 較 し

て 表 して み る と例 1 、例 2 の 様に な る。

例 　 1　 　 音 程 が 下 が る 傾 向　 　 　男孑 　 　 　曲名 ：気 の い い あひ る

1 3 A

　 む
・一

か　 」　　誇
・
｝ る

一
に　　か ら だ　 が

…五葦　き （て

5　　　　　　　　　 e　　　　　　　　　7　　　　　　　　　δ

う
一み 　 も 　 わ た れ 一ば 　 さ か な

一
も
一

た 　 べ た よ

e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ’1　　　　　　　　　 12

分 　　ラ ラ ラ 　ラ
ー

ラ ラ ラ 　 鼻 　　ラ ラ ラ 　ラ
ーラ ラ ラ

13　　　　　　　 19　　　　　　　 埠　　　　　　　　16

デン　　　　　ラ　ラ　ラ　　ラ　ー　ラ　ラ　ラ　　　　ヲ　ラ　ラ　ラ　ラ　ラ　　分 　　分

J　；　ビ ア ノ 「半奏 の 旋悸

」一予 1肋 恥 て い るtttm

　 　 表 示 の な い 部 分 は 　 ビ ア ノ 伴 獎 に ［ま ほ
一一

融 し て L，轟 。

冒頭か らほ ぼ三 度 下 の オブリガート風に 歌い だし、前半

8 小節は旋律線に 平行 した 音 程の 動 きが 見 られ る。後半

9 小節目とll小節目の 冒頭の 音程 は正 しい が、す ぐに三

度 下 の オブリガート風に な OP　．15小節目後半か ら終 結部

の 旋 律 は正 し く歌 えて い る．

声域は 1 点嬰 二 〜 1点 変 ロ と考 え られ る e

例　2　　 音 程 が上 が る傾 向　　 　 男子 　　 曲名 ：お し tコれな あひ る

　 　 1　 　 　 　 　 　 　 　 　 2　 　 　 　 　 　 　 　 　 3　 　 　 　 　 　 　 　 　 4

ほ
一

んさでわにおる］ひか“やしお

←
　 陰 　う　 し　 に 　 つ　け

一
た 　 　 　 リ　 　 ポ ン 　が 　 ゆ　 江　る

　 9　　　　　　　　　 ロロ　　　　　　　　　 11　　　　　　　　　 し2
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ー
ガ
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と あ ひ る 　カ
『

　う 　た 　う

ig 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　L4 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 15 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1日
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一9　t一

3 ．ま とめ と考
’
察

　 表 1 に見 られ る とお り、推 定 声 域が 1 オクターブ

以 上 の 子 供は 3 名で、残 り 29 名の 内、推定声 域 が 5

度以下 の 子 供は 20名 で あ り、幗人 に よ っ て その 位 置

が高音部に 片寄 っ た り、低音部に 片 寄 w た り して い

る。そ れ に 対 して 、曲の 音 域 が 玉オ ク ターブ 以上の

もの は 27曲あり、調性と選 曲 に 再 考 の 余地 が あ る と

思 わ れ る。

た とえば、例 1の 「気の い い あひる 亅 は、へ 長調を

二 長調 に移調 して 歌うほうが負担が少 な い と思 わ れ

る。選 曲 に つ い て は、声域の 幅 を考 慮す るだ けで は

な く、表 3 で見 られ る とお り．旋律が順次進行の 時

や、跳躍進行 の 時で も イ ンパ クトの 強い 歌 詞の 時は

（や っ とこ 、や r） とこ、し っ か り、しっ か り等）音程

が 正確 で あっ た事を参考 に す る 事が で きる．

　 ま た、全曲に ビ ア ノ の 前奏が付けられ て い る の に

も か かわらず、冒頭 （歌 い だ し）の 音 程 が 正確 だ っ

た子 供 は 10名 で あ っ た。例 2 の fお しゃ れなあひる」

は音 域 と声域 が一
致 して い る の で、冒頭の 音 程 が 不

安 定 だ っ た こ とが 惜 し まれ る。曲の 進行 に従 っ て 、
次第に 音程 が 正 確 に な っ て くる の で、保育者が 、許

され る程度に 前 奏 部分を 長く演 奏 して 、聞 く時間 を

増や したり、前奏部分を ハ ミン グ唱す る な どの 解決

方 法が 考え られる。豊中市 の 私立 0 園では 「森 の 熊 さ

ん ］ の 冒頭の 音程を そ ろ え る為に 、後 半 部 分 の 「ラ

ララ・− 1 を先 に 歌っ た り、ハ ミ ング唱 す る な どの 方

法を用 い て一
定の 成果を上げた例 が あ る 。

　 フ レーズの 末尾の音程 が不 安 定に なる 問題に つ い て

は．子供の 息の 長さを考慮 した り、音楽的ま とま りを

意識す る こ とな どで．少 し改善される の で は な い か と

思 わ れ る。

　以上．音程を中心に 配 慮 で き る事を考えてみ た。こ

れ か らも幼児の 歌 唱 の 分析 を続け、教育的 な ア プ ロ
ー

チ を考えて い きた い と思 う。

リ
ー

ボ ン が 命 ξに な 。て お そ ら に a でった

」一ピ ア 琳 蜘 鰰

」一了
・
；tth・9．t・）−cい礁 律

髯示の な い鄙分 は 、ビァ ノ 伴奏 に ほ ぼ一敷 L て い る 。

冒頭 4 小節は三 度上の オブ リガート風 で、第 5小節目か

らはやや上がる傾 向が 見 られ る もの の 、そ の 差は少なく

楽譜上の 旋律に近づ き、第 7小節目からはほぼ正 し く歌

え て い る。

声 域 は 1点 二 〜2点 ハ と考え られ る．
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